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（１）事業の目的

・国道４０号は、旭川市を起点とし、士別市、名寄市を経由して稚内市に至る延長約２５０ｋｍ
の幹線道路

・音威子府バイパスは、現道の交通事故低減及び雪崩による特殊通行規制区間の解消による道路
交通の定時性や安全性の向上を目的とした延長１９．０kmのバイパス事業

■位置図 ■事業概要図

１．事業の概要

1
防災点検要対策箇所：
落石・崩壊：６箇所
地 吹 雪：１箇所

防災点検要対策箇所
落石・崩壊 1箇所

防災点検要対策箇所
落石・崩壊 3箇所

防災点検要対策箇所
落石・崩壊 2箇所

防災点検
要対策箇所
地吹雪 1箇所



（２）計画の概要 （３）事業の経緯

①起点 ‥‥北海道中川郡音威子府村字音威子府

終点 ‥‥北海道中川郡中川町字誉

②計画延長‥‥１９．０ｋｍ

③幅員 ‥‥１３．５ｍ

④構造規格‥‥１種３級

⑤設計速度‥‥８０ｋｍ/ｈ

⑥車線 ‥‥２車線

⑦事業主体‥‥北海道開発局

ほっかいどう

なかがわ

■横断図

平成 ５年度 事業化

平成１４年度 事業再評価

平成１９年度 用地補償着手

工事着手

事業再評価

平成２２年度 事業再評価

平成２５年度 事業再評価

平成２６年度 事業再評価

１．事業の概要

（単位：ｍ）
４車線

なかがわ お と い ね っ ぷお と い ね っ ぷ む ら

ほっかいどう なかがわちょう ほまれ

2



■周辺環境の変化

（１）事業を巡る社会情勢等の変化

２．事業の必要性等

3

[高速交通ネットワークの整備]
・平成 ９年１１月 名寄美深道路

名寄ＩＣ～名寄北ＩＣ開通
・平成１５年 ３月 名寄美深道路

名寄北ＩＣ
～智恵文南入口開通

・平成１５年１０月 北海道縦貫自動車道
和寒ＩＣ

～士別剣淵ＩＣ開通
・平成１６年１１月 豊富バイパス

豊富サロベツＩＣ
～豊富北ＩＣ開通

・平成１８年１１月 名寄美深道路
智恵文南入口

～智恵文ＩＣ開通
・平成２２年 ３月 名寄美深道路

智恵文ＩＣ
～美深ＩＣ開通

・平成２２年 ３月 幌富バイパス
幌延ＩＣ

～豊富サロベツＩＣ開通
・平成２５年 ３月 名寄美深道路

美深ＩＣ
～美深北ＩＣ開通

[市町村合併の状況] 
・平成１７年９月 旧士別市、朝日町が

合併し、士別市が誕生
・平成１８年３月 旧名寄市、風連町が

合併し、名寄市が誕生
・平成１８年３月 旧枝幸町、歌登町が

合併し、枝幸町が誕生

[その他]
・平成２５年６月

シーニックバイウェイ北海道
「天塩川流域ミュージアム

パークウェイ(候補ルート)」登録

・平成２８年６月
広域観光周遊ルート形成計画
「日本のてっぺん。きた北海道ルート。」
認定



■周辺環境の変化

（１）事業を巡る社会情勢等の変化

２．事業の必要性等

平成18年3月
旧名寄市と風連町が合併

平成18年3月
旧枝幸町と歌登町が合併

幌富バイパス
平成22年３月
幌延ＩＣ～豊富サロベツＩＣ開通

写真：稚内開発建設部

（歌登町）

（旧枝幸町）

（風連町）

（旧士別市）

（朝日町）

枝幸町

士別市

4
北海道縦貫自動車道
平成15年10月 和寒ＩＣ～士別剣淵開通

名寄市

（旧名寄市）

名寄美深道路
平成 9年１１月名寄ＩＣ～名寄北ＩＣ開通
平成15年３月 名寄北ＩＣ～智恵文南入口開通
平成18年11月 智恵文南入口～智恵文ＩＣ開通

平成22年３月 智恵文ＩＣ～美深ＩＣ開通
平成25年３月 美深ＩＣ～美深北ＩＣ開通

写真：旭川開発建設部

平成17年9月
旧士別市と朝日町が合併

写真：稚内開発建設部

豊富バイパス
平成16年11月
豊富サロベツＩＣ～豊富北ＩＣ開通



雪崩 土砂流出 路面冠水 吹雪・地吹雪

【現道の通行規制の内訳（H5～H28年度）】
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(回）

至稚内市
迂回路①

所要時間：127分

中川町

特殊通行規制区間
18.0km

至旭川市

名寄市

迂回路②

所要時間：234分

資料・写真：旭川開発建設部

視程障害発生の状況

■並行する国道40号の通行止めの状況

２．事業の必要性等
（２）事業の整備効果（特殊通行規制区間の回避）

【雪崩による通行止めの状況】
Ｒ40号音威子府村：H11年4月

通行止 約２１日間(延べ２８７時間）

【豪雨災害時の状況】
Ｒ40号音威子府村：H22年8月

通行止 約４１時間
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防災点検要対策箇所
落石・崩壊 1箇所

防災点検要対策箇所
落石・崩壊 3箇所 防災点検要対策箇所

落石・崩壊 2箇所

防災点検要
対策箇所
地吹雪 1箇所

・当該道路に並行する国道４０号は、天塩川沿いに位置し、急峻な地形で、防災上の要対策箇所
が７箇所、異常気象時の特殊通行規制区間が１区間存在

・平成１１年の雪崩による約２１日間、平成２２年の豪雨災害による約４１時間の通行止めをは
じめ、吹雪・地吹雪、雪崩、路面冠水、土砂災害による通行止めが、事業化以降で７回発生

・当該道路の整備により、防災上の要対策箇所と特殊通行規制区間を回避することで、道路交通
の安全性及び確実性の向上が期待

81分

127分

234分

131km

222km

現状

迂回路①

迂回路②

83km

約1.6倍

約2.9倍

【中川町～名寄市間の距離と所要時間】

※H27調査

■地域の声 （H29.5 中川町役場職員）
・多くの町民は、名寄市の大型小売店や医療施設を日常的に利用しており、国
道４０号は町民生活の生命線になっています。

・災害による通行止めが発生すると、大きな迂回や予定の変更など、町民の生
活に多大な影響があるため、音威子府バイパスの早期整備を期待します。

防災点検要対策箇所：
冠水箇所 ：

5

現状

所要時間：81分



（２）事業の整備効果（冬期広域交通のリダンダンシーの向上）

・当該路線に並行し、日本海沿岸を通過する国道２３２号は、稚内市と札幌市を結ぶ都市間バス
の運行ルートになっており、１日６往復で年間約８万人が利用

・冬期には、天候が変わりやすく、地吹雪等が原因で通行止めになり、当該路線への迂回運行が
生じており、確実に利用できる迂回ルートの確保が課題

・当該道路の整備により、宗谷北部と札幌方面を結ぶ代替ルートの確実性及び迅速性が向上し、
国道２３２号の通行止め時の減災効果が期待

２．事業の必要性等

■大雪による通行止め時のリダンダンシー

資料：留萌開発建設部札幌市へ

稚内市

【札幌～稚内間都市間バス
利用者数推移】

【札幌～稚内間都市間バス
迂回運行便数】

資料：バス事業者ヒアリング 資料：バス事業者ヒアリング

（国道232号・国道40号交点～国道239号交点）

至旭川市至留萌市

至稚内市

資料：北海道開発局

■国道40号、国道232号、冬期通行止め実績（H5～28）

【通行規制回数(冬期)】
（H5～28年度）(回)

■地域の声（H29.6 バス会社職員）
・近年、都市間バスの利用者は増加しており、運休すると多く

の乗客に迷惑がかかるので、国道２３２号の通行止めの際
には、国道４０号が利用できれば迂回しています。

・悪天候時にも確実で迅速な走行ができる音威子府バイパス
の早期整備に期待します。 6
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（２）事業の整備効果（災害時の緊急輸送ルート強化）

２．事業の必要性等

■大規模な津波災害時における広域的な災害対策活動の展開

旭川市
道北圏の中核的防

災機能 が集積

稚内市 猿払村

遠別町

天塩町

浜頓別町

枝幸町

雄武町

大規模地震時に津波によ
り被災する日本海沿岸地
域、オホーツク沿岸地域へ
の支援ルートを形成

苫前町

興部町

凡 例

札幌市、旭川市と稚内市を結ぶ内陸部骨格道路

骨格道路と沿岸部との連絡道路

沿岸道路

資料：「平成22年度 津波シミュレーション及び被害想定調査業務（オホーツク海沿岸）報告書」
北海道総務部危機対策局防災消防課HP
「北海道日本海沿岸の津波浸水想定の公表について(平成２９年２月９日)」

北海道建設部建設政策局維持管理防災課HP

・日本海側やオホーツク海側で大規模地震が発生した場合、第一次緊急輸送道路である国道２３
２号や国道２３８号は津波被害を受けることが想定

・災害時には、札幌市、旭川市、苫小牧港など防災拠点と留萌北部・宗谷・オホーツク北部の被
災地域を結ぶ内陸部の道路網を使った、広域的な災害対策活動を展開することが必要

・当該道路の整備により、内陸部の道路網が強化され、災害により被災した地域などからの迅速
な救急搬送や救援物資等の輸送の確実性の向上が期待

7



282分

239分

230分

217分

315分

265分

254分

239分

】

２．事業の必要性等
（２）事業の整備効果（主要都市間の利便性向上）

・当該道路は、主要都市である旭川市、士別市、名寄市、稚内市の連絡機能を強化

・当該道路の整備により、旭川市と稚内市間の所要時間が夏期で９分（冬期は１１分）短縮され、
地域住民の利便性向上や地域間交流の活性化が期待

算出根拠：H27調査

8

【旭川市～稚内市間の所要時間の変化】

９分
短縮

夏期

冬期

１１分
短縮

夏期

冬期

夏期

冬期

夏期

冬期

５２分短縮

６５分短縮

５０分短縮

４３分短縮

６１分短縮

７６分短縮

【全線未整備】

【現在(美深北IC利用)】

【音威子府バイパス
整備後】

【事業中区間
（士別剣淵～名寄）

整備後】

■地方生活中心都市の状況

稚内地方生活圏

名士地方生活圏

旭川地方生活圏

【北海道の高規格幹線道路網の計画】

【中心都市データ凡例】
住民基本台帳要覧 (H29.3)、公共施設状況調査(H26) 
学校基本調査(H28.5) 、医療施設調査(H27.10)
社会福祉施設等調査(H27.10)
2017全国大型小売店舗総覧(H28.7)

・人 口：35,051人
・公 共 施 設：2箇所
・学 校：28校
・医 療 施 設：33施設
・社会福祉施設：16箇所
・大規模小売店舗：11店

稚内地方生活圏の中心都市

【名寄市/士別市】
・人 口：47,495人
・公 共 施 設：44箇所
・学 校：37校
・医 療 施 設：57施設
・社会福祉施設：25箇所
・大規模小売店舗：11店

名士地方生活圏の中心都市

・人 口：341,308人
・公 共 施 設：36箇所
・学 校：142校
・医 療 施 設：461施設
・社会福祉施設：231箇所
・大規模小売店舗：72店

旭川地方生活圏の中心都市

資料：北海道開発局



追突 工作物衝突 正面衝突 その他
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◇事故危険区間：中川町神路～神路

◎大型車両にはさまれる形でカーブが
多いため前方が確認しづらい。

◇事故危険区間：中川町字豊里62～字豊里35

◎旭川方面に向かって、上り坂でかつ急カー
ブにより、見通しが悪く大変危険。

死者１名

死者１名

（２）事業の整備効果（道路交通の安全性向上）

・国道４０号では、過去１０年間で２２件の死傷事故が発生

・並行現道には、急カーブ箇所が２箇所、事故ゼロプランに基づく事故危険区間が３箇所存在し、
冬期に事故が多く発生するなど、道路交通の安全性確保が課題

・当該道路の整備により、急カーブ及び事故危険区間を回避することで、安全性の高いルートが
確保され、道路交通の安全性向上が期待

２．事業の必要性等

【交通事故状況】（平成２５年３月）
資料：旭川開発建設部

【交通事故状況】（平成２４年７月）

■並行現道の事故発生状況（H18～H27年）

■地域の声（H29.5 石油製品輸送業者職員）
・国道４０号は、音威子府村への石油製品輸送に毎日利用しています。
・現道はカーブが多いため、冬期はスリップ事故を起こす危険性が高いことから、急カーブ区

間や吹雪による視界不良などの区間を回避することで、安全に走行が可能な音威子府バイ
パスの早期整備を期待します。 9写真：旭川開発建設部

【並行現道の事故類型別事故件数（H18～H27年）】
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（２）事業の整備効果（救急搬送の安定性向上）
・稚内市をはじめ国道４０号沿線地域から、名寄市への救急搬送患者数は１２６人／年

・平成２３年４月より、医師不足から市立稚内病院の循環器科が出張医体制になったため、宗谷圏
からの心疾患の救急搬送患者数が急増。名寄市の高次医療施設への救急搬送の速達性及び安定性
の確保が課題

・当該道路の整備により、速達性及び安定性の高い搬送ル－トが確保され、救急搬送の安定性向上
が期待

２．事業の必要性等

●診療科目数： 22科
●病床数：359床

資料：名寄市立総合病院ＨＰ

【国道40号沿線地域から
名寄市への救急搬送患者数推移】稚内市

幌延町

豊富町

天塩町

救急搬送患者数
１２６人(H27年)

資料：旭川開発建設部、稚内開発建設部、留萌開発建設部

中川町

特殊通行規制区間
18.0km

迂回路
落石・崩壊 6箇所
地吹雪 1箇所

防災上の要対策箇所
7箇所

急カーブ箇所

R<150m: 2箇所

名寄市立総合病院

■中川町以北からの救急搬送の状況)

【稚内市から名寄市への
疾患種別救急搬送患者数】

■地域の声
（H29.5 稚内地区消防事務組合消防署職員

・並行現道の急カーブ区間は、揺れが発生しや
すく搬送患者への負担となります。また、できる
限り揺れを抑えるため、速度を落とすので搬送
時間が延びる原因になっています。

・揺れの少ない迅速な搬送が可能な音威子府バ
イパスの早期整備に期待します。 10
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稚内市 豊富町 幌延町 天塩町 中川町

市立稚内病院

【稚内市～名寄市間の所要時間の変化】
●診療科目数： 21科
●病床数：362床

資料：市立稚内病院ＨＰ

30分
短縮 ７分

短縮



（２）事業の整備効果（水産品の流通利便性向上）

・稚内市は、ホッケ漁獲量が全国の約３割、ホタテ漁獲量が全国の約１割

・ホッケやホタテ等の水産品は、旭川市の卸売市場等へ出荷。並行現道の通行止め時には、国道
２３８号へ大幅な迂回を強いられ、市場への延着や長時間運転を強いられることから、安全性
及び確実性の確保が課題

・当該道路の整備により、安全性及び確実性の高い輸送ルートが確保され、稚内市から旭川市へ
出荷される水産品の流通利便性向上が期待

２．事業の必要性等

■水産品の流通利便性向上 ◆当該区間通行止め時の迂回路

迂回距離:271.6km 約1.1倍

迂回時間:夏期267分 約23分増

冬期313分 約40分増

旭川へ出荷
約950ｔ/年

資料：水産物輸送会社
北海道開発局
H27調査

迂回ルート

通常ルート

稚内市

稚内市

5,084ｔ

29.6%

小樽市

3,190ｔ

18.6%

礼文町

2,374ｔ

13.8%

古平町

891ｔ

5.2%

利尻町

729ｔ

4.2%

積丹町

685ｔ

4.0%

その他全国

4,230ｔ

24.6% ホッケ
漁獲量
（全国）
17.2千ｔ

猿払村

42,146ｔ

18.0%

北見市

30,259ｔ

12.9%

紋別市

25,291ｔ

10.8%
稚内市

23,989ｔ

10.3%

湧別町

23,188ｔ

9.9%

別海町

19,907ｔ

8.5%

その他全国

69,105ｔ

29.5% ホタテ
漁獲量
（全国）
233.9千ｔ

特殊通行規制区間
18.0km

落石・崩壊 6箇所
地吹雪 1箇所

防災上の要対策箇所
7箇所

急カーブ箇所

R<150m: 2箇所

■地域の声（H29.6 水産物流通業者職員）
・ほっけの取扱量の９割以上が稚内産なので、通行止めや交通事故などによる延着が心配です。
・悪天候時でも、安全で確実に輸送ができる音威子府バイパスの整備に期待します。
■地域の声（H29.6 水産物輸送業者職員）
・平成２２年の通行止めの際は、国道２３８号に迂回することで、旭川へ通常の２．５倍の１０時間ほど

かかりました。
・通行止めや事故の危険が少なく、安全、確実に輸送できる音威子府バイパスの早期整備に期待し

ます。 11

約０．５万ｔ
全国の約３割
全国１位

約２．４万ｔ
全国の約１割
全国４位資料：海面漁業・養殖業生産統計（農林水産省）(H27)

【ホッケ漁獲量割合（H27年）】 【ホタテ漁獲量割合（H27年）】



81分

89分

72分

78分冬期号（名寄

夏期

夏期

冬期

資料：全国大型小売店舗総覧2017、
Ｈ26北海道保健統計年報、Ｈ26医師・歯科医師・薬剤師調査

１１分
短縮

【名寄市】
診療科目数：２２科目
医 師 数：８５名
大型店舗数：７件

【中川町】
診療科目数：１科目
医 師 数：１名
大型店舗数：－件

事故危険区間

：3箇所

整備後ルート

現状ルート

特殊通行規制区間
18.0km

急カーブ箇所

R<150m: 2箇所
■地域の声（H29.1中川町町民）
・当該事業区間と並行する国道４０号は、毎月１回、

薬をも らうための通院で利用しています。
・通院日と通行止めが重なった場合、直近の迂回路

の道道 豊富中頓別線は、急峻でカーブが多く危険

で利用できないので、予定は延期しますが、薬が切
れる可能性があり、不安です。

・名寄市へ安全、確実に走行できる音威子府バイパス
の早期整備に期待します。

算出根拠：H27調査

９分短縮

（２）事業の整備効果（日常生活の利便性向上）

・中川町は、買い物や通院の約４割を、定住自立圏中心都市である名寄市に依存

・並行現道は、特殊通行規制区間や事故ゼロプランの事故危険区間が存在し、カーブも多い区間で
あり、名寄市への買い物や通院時の移動の安全性及び確実性の確保が課題

・当該道路の整備により、安全性及び確実性の高い移動ルートが確保されるとともに、地域住民の
日常生活の利便性向上が期待

２．事業の必要性等

■日常生活における周辺市町村の名寄市への依存状況

43.7%

44.3%

24.3%

19.2%

14.4%

23.3%

17.6%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物先

通院先

名寄市 自市町村 旭川市 その他

写真：旭川開発建設部

【中川町から名寄市への所要時間】

【中川町の買い物先、通院先割合】

資料：北海道広域商圏動向調査報告書（H21年)
H22旭川開発建設部管内事業評価検討業務

中川町住民アンケート調査）

(1,889人)

(614人)

【大型ショッピングセンター
名寄店】 診療科目数：22科

病 床 数：359床

【名寄市立総合病院】

12

約４割

約４割

現状

音威子府バイパス
整備後



旭川

支所管内

7,466頭

22.0%

帯広

支所管内

9,318頭

27.5%

北見

支所管内

3,832頭

11.3%

稚内支所管内

2,706頭

8.0%

留萌支所管内

2,302頭

6.8%

その他道内

3,149頭

9.3%

道外

5,093頭

15.0%

販売頭数
33,866頭

（２）事業の整備効果（生体牛の流通利便性向上）

・宗谷管内、留萌管内及び上川北部で飼育された生体牛は、豊富町の家畜市場から、旭川、帯広
など道内外へ出荷

・並行現道は、異常気象時の特殊通行規制区間や急カーブが存在するなどの線形不良区間が多い
山間地域であることから、生体牛へのストレスが少ない輸送ルートの確保が課題

・当該道路の整備により、豊富町の家畜市場から帯広市等へ出荷される生体牛の流通利便性向上
が期待

２．事業の必要性等

写真:釧路開発建設部

■生体牛の流通利便性向上

●ホクレン豊富家畜市場●

◆管内外の牛や馬、豚などの

家畜類の販売・取引を実施

◆年間セリ回数：67回（H28年度）

◆年間取引頭数：33,866頭（H28年度）

写真：豊富町

帯広・旭川・北見へ出荷

豊富町

【豊富家畜市場の生体牛の方面別販売先(H28年度)】

資料：ホクレン豊富家畜市場ヒアリング

特殊通行規制区間
18.0km

落石・崩壊 6箇所

地吹雪 1箇所

防災上の要対策箇所
7箇所

急カーブ箇所
R<150m: 2箇所

約２．１万頭が
国道４０号を利
用して出荷

13

■地域の声（H29.5 家畜市場職員）
・当該事業区間と並行する国道４０号は、カーブが連続しているため、

牛は常に 踏ん張っている状態になり、大きなストレスになります。

･また、冬期の路面凍結時などは、走行中のスリップによる交通事故や
牛の転倒の危険性があり、より慎重な運転が必要な区間です。

・緩やかな線形でトンネル区間が多い音威子府バイパスを利用すること
で、生体牛輸送の安定性や安全性が向上するので、早期整備に期待
します。



（２）事業の整備効果（CO2排出量の削減）

・ＣＯ２排出量は、整備なしでは、９６８， ５５１（ｔ-ＣＯ２／年）

・当該道路の整備により、 ９５９， ９２７ （ｔ-ＣＯ２／年）となり、整備されない場合に比
べ、 ８， ６２５ （ｔ-ＣＯ２／年）の削減が見込まれます。

２．事業の必要性等

※対象地域：上川総合振興局、留萌振興局
※平成42年将来交通量推計を基に算出
※森林のＣＯ２吸収量は１０．６ｔ-ＣＯ２/ｈａ・年として試算

出典：『土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）』
※札幌ドーム面積は建築面積５．５ｈａを使用し換算

ＣＯ２削減量

８， ６２５ｔ-ＣＯ２/年

森林換算

約８１３ ． ６ｈａ

（札幌ドーム約１４８個分に相当）

14



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

・平成２６年度の再評価以降、新たに判明した事象に基づき設計等を見直した結果、以下の変更
要因が確認

・全体事業費が前回評価と比較して約３０２億円増加。引き続きコスト縮減に取り組んでいきま
す。

■全体事業費変更結果

２．事業の必要性等

全体事業費
（Ｈ２６再評価）

全体事業費
（Ｈ２９再評価）

増額

９８５億円 １，２８７億円 ３０２億円 15

■全体事業費変更要因 国道40号 音威子府バイパスL=19.0km

④雪氷対策工の見直し

①音中トンネル
トンネル工の見直し

⑥土工計画の見直し

②切土法面対策工
の見直し

③河川氾濫に伴う
盛土構造の見直し

⑦切盛土法面工の見直し

⑨立入防止柵の見直し

⑧舗装工の見直し

⑩排水工の見直し

⑪トンネル非常用施設の見直し

⑤地震観測施設
移転による増額

至名寄

至天北峠



ＡＧＦ工法・鏡ボルト工法

DⅠ

1,520.0

DⅡ

1,135.0

坑口

111.5

 CⅡ

 190.6

EV

375.2

EⅢ

87.

4

掘削ﾊﾟﾀｰﾝ

(m)

坑口

149.5

DⅡ

355.7

DⅠ

224.3

補助工法
長尺鋼管

先受工法

長尺鋼管

先受工法

CⅡ

60.1

DⅠ

46.9

DⅡ

20.0

DⅡ

20.0

EV(1)

82.0

EV(2)

23.3

DⅡ

48.0

DⅠ

95.4

DⅠ

114.1

①-2 トンネル掘削パターン・補助工
法の見直し

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

・蛇紋岩区間での変状を受けて、有識者の意見を踏まえながら対策工を検討し、変状等の地質的
要因を考慮し、地山改良を追加（①－１）

・泥岩と砂岩の互層区間において、管理基準値を超える変位が確認されたため、掘削パターン・
補助工法の見直し（①－２）

・玄武岩区間では、切羽崩落による現場内事故の再発防止のため掘削工法を追加（①－３）

① 音中トンネル トンネル工の見直し

２．事業の必要性等

16

泥岩
（蝦夷累層群）

泥岩
（蝦夷累層群）

泥岩
（蝦夷

累層群）

泥岩
（蝦夷

累層群）
蛇紋岩

緑色岩類

（空知類層

群）

緑色岩類
（空知類層群）

天塩川

蛇紋
岩

音中トンネルの変状

トンネル延長 L=4,686m

H29.1 現場内事故発生

①-3 トンネル掘削工法の追加

H27.4変位・切羽崩落発生

H26.1
蛇紋岩区間での変状発生

【当初】

【変更】

DⅡ

1,135.0

ＡＧＦ工法・鏡ボルト工法
鏡ボルト工法・鏡吹付増し厚

757.9
ＡＧＦ工法・鏡ボルト工法

坑口

111.5

EV

375.2

EⅢ

87.

4

DⅠ

1,520.0

坑口

149.5

DⅡ

355.7

DⅠ

224.3

 CⅡ

 190.6

掘削ﾊﾟﾀｰﾝ

(m)

補助工法

地山改良工

長尺鋼管

先受工法

長尺鋼管

先受工法

CⅡ

60.1

DⅠ

46.9

DⅡ

20.0

DⅡ

20.0

EV(1)

82.0

EV(2)

23.3

DⅡ

48.0

DⅠ

95.4

DⅠ

114.1

改良区間 L=291m

①-1 トンネル地山改良の追加



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①-１ 音中トンネル トンネル地山改良の見直し (約１０４．０億円増）

２．事業の必要性等

17

・当初は、支保耐力の設計により３重支保構造を設計
・トンネルに分布する蛇紋岩の特殊性を踏まえた有識者の助言に基づき、追加調査ボーリング、
地山係数の解析を実施した結果、天端地山・崩積土改良のために薬液注入を追加

【当初】 【変更】

ゆるみ域

改良区間 Ｌ＝０ｍ
改良区間 Ｌ＝２９１ｍ

※Ｈ２６年度事業再評価による変更

未掘削

蛇
紋
岩
区
間
側
面
図

詳細判明区間 詳細が把握できていない区間

ゆるみ域

再掘削完了

調査ボーリング

蛇紋岩 玄武岩

ト
ン
ネ
ル

地
質

工事を進めながら調査ボーリングで
確認が必要な区間

掘削済（変状あり）

調査・地山改良区間 L=291m

トンネル上部
の調査・地山改良

トンネル
断面の調査
・地山改良



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①-２ 音中トンネル トンネル掘削パターン・補助工法の見直し （約６３．1億円増）

２．事業の必要性等

18

・当初は、先進ボーリングにおいて想定より脆弱化が認められたため、ＤⅡパターンで計画
・掘削後、管理基準値を超える変位が確認されたため支保パターンをDⅡ（二重支保）パターンに
変更

・また、掘削時の安定対策として、補助工法としてAGF工法・長尺鏡ボルト工法を追加

【当初】 【変更】

長尺鏡ボルト

支保パターン
上半・下半・インバート

鋼製支保工 吹付け 変形余裕量

DⅡ H-150＠1.0m t=20cm（18N） 10cm
（開発局 道路設計要領）

支保
パターン

1次側 2次側

鋼製支保工 吹付け 変形余裕量 鋼製支保工 吹付け 変形余裕量

DⅡ
(二重支保)

H-200＠
1.0m

t=30cm
（36N）

10㎝
H-150＠
1.0m

t=20cm
（36N）

10㎝

AGF

ＡＧＦ工法 Ｌ＝０ｍ

長尺鏡ボルト工法 Ｌ＝０ｍ

ＡＧＦ工法 Ｌ＝４５８．５ｍ

長尺鏡ボルト工法 Ｌ＝４２９．６ｍ

【側面図】 【側面図】

ＤⅡパターン（二重支保）
＜AGF工法・長尺鏡ボルト工法＞

ＤⅡパターン（一重支保）



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
①-３ 音中トンネル トンネル掘削工法の見直し (約１０．３億円増）

２．事業の必要性等

19

【当初】

・当初、硬軟の状態が非常に不均質で全体に割れ目や潜在亀裂が多いことから、掘削パターンを
ＤⅠパターンで計画

・終点側において、掘削面が崩落して作業員1名が被災する現場内事故が発生し、再発防止のため
掘削工法を補強･追加

【変更】

【側面図】【側面図】 50mm

鏡吹付け
コンクリート 長尺鏡ボルト

100mm

鏡吹付コンクリート（t=50mm） Ｌ＝７５７．９m

長尺鏡ボルト工法 Ｌ＝ ０m

鏡吹付コンクリート（t=100mm） Ｌ＝７５７．９m

長尺鏡ボルト工法 Ｌ＝７５７．９m

ＤⅠ パターン
＜鏡吹き付けコンクリート工法 (10cm)

・長尺鏡ボルト工法＞

ＤⅠ パターン
＜鏡吹き付けコンクリート工法 (5cm)＞



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
②切土法面対策工の見直し (約５８．４億円増）

２．事業の必要性等

・当初は過去のボーリング結果より、通常の安定勾配にて切土を計画

・法面崩壊に伴い、追加ボーリングによる詳細調査の結果、深部において破砕質泥岩が確認され、累積歪
み変動を確認したため、地すべり対策を追加

補強盛土

押え盛土工

重力式擁壁

独立受圧板

ふとんかご

植生工・ラス張り

すべり面グラウンドアンカー

【当初】

【変更】

法面対策工
L=364m

盛土工
L=345m

dt 崖錘堆積物

odt 古期崖錘堆積物

Yla(s) 泥質砂岩

Yla(alt) 縞状砂岩

地質凡例

20

グラウンドアンカー工 Ｎ＝１，９６５本

独立受圧板 Ｎ＝１，９６５枚

押え盛土工 V=１７０，１００m3

dt 崖錘堆積物

odt 古期崖錘堆積物

Yla(s) 泥質砂岩

Yla(alt) 縞状砂岩

地質凡例



琴平3号橋 琴平4号橋

琴平5号橋

琴平6号橋

琴平8号橋

琴平7号橋

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等
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③河川氾濫に伴う盛土構造の見直し(約１１．９億円増）

・当初は、張芝による盛土の法面保護工を計画していたが、大雨により河川氾濫が発生し、計画
路線部分が冠水

・大雨時浸水域の検討を行った結果、当該区間で浸水が想定されることが判明したことから、本
体盛土部の洗掘防止対策としてフトンかごを追加

13.5

2.5 3.5 2.53.51.5

浸水想定

13.5

2.5 3.5 2.53.51.5

最大
3.3ｍ

・洗掘の防止
・道路機能の確保

フトンかご

【当初】 【変更】 フトンかご L=３．５km

：盛土浸水範囲

① 0.9km
最大1.3m浸水

③ 0.7km
最大2.4m浸水

② 1.1km
最大1.5m浸水

⑥ 0.3km
最大3.3m浸水

④ 0.2km
最大1.1m浸水

⑤ 0.3km
最大0.8m浸水



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等
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④雪氷対策工の追加 (約８．６億円増）

・当初は、既往資料により南向きの長大切土法面に雪崩予防柵を計画
・道路形状が概成したことから現地調査を実施し、吹きだまり、雪しわ・はらみ等の状況から、

雪崩予防柵の配置を見直し、トンネル坑門工に雪庇防止板を設置

：雪崩予防柵（吊柵）設置必要箇所

：雪庇防止板追加箇所

雪庇防止板追加

柵高
H=3.0m

雪崩予防柵

【当初】

【変更】

音威子府IC

至音威子府

至浜頓別

中川IC

至音威子府

至稚内

音威子府TN
（施工済）

物満内TN
（施工済）

筬島TN
（施工済）

音中
TN

琴平1号橋 2号橋
（施工済）

3号橋
（施工済）

4号橋
（施工済）

5号橋
（施工済）

6号橋
（施工済） 新宮下橋

（施工済）

天塩川橋
（施工済）

筬島

KP11,810

音威子府川橋
（施工済）

物満内橋
（施工済）

加藤の沢川橋
（施工済）

日置川橋
（施工済）

頓別坊川橋
（施工済）

Ｎ

7号橋
（施工済）

8号橋
（施工済）

琴平跨線橋KP12,603

音威子府IC

至音威子府

至浜頓別

中川IC

至音威子府

至稚内

音威子府TN
（施工済）

物満内TN
（施工済）

筬島TN
（施工済）

音中
TN

琴平1号橋 2号橋
（施工済）

3号橋
（施工済）

4号橋
（施工済）

5号橋
（施工済）

6号橋
（施工済） 新宮下橋

（施工済）

天塩川橋
（施工済）

筬島

【追加】KP1,288

【追加】KP3,987
【追加】KP4,010

【追加】KP4,436

【追加】KP5,122 【追加】KP6,816

【当初】KP11,810

音威子府川橋
（施工済）

物満内橋
（施工済）

加藤の沢川橋
（施工済）

日置川橋
（施工済）

頓別坊川橋
（施工済）

【追加】KP4,436

【追加】KP11,502

土工完了 施工中 概ね完了 土工完了土工完了概ね完了

7号橋
（施工済）

8号橋
（施工済）

琴平跨線橋
【追加】KP1240

【追加】KP3987 【追加】KP4436

【追加】KP5122 【追加】KP6816
【当初】KP12,603

【追加】KP4010

雪崩防止柵 Ｎ＝１４９基

雪崩防止柵 Ｎ＝６３５基・雪屁防止板 Ｎ＝８８基



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等
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・当初は北大との協議により、地震観測施設は移転しない計画
・工事開始後、地震計にノイズが確認されたため、有識者の意見、供用後の予測を踏まえ再協議

した結果、地震観測施設を北大研究林内に移転

⑤地震観測施設移転に伴う見直し(約３．７億円増）

通常時の地震波形 工事施工中の地震波形

波形にノイズを確認

【位置図】

②坑内状況

既存地震観測施設

km
km

拡大図

①坑口状況

【対象施設】
ＴＮＨ天塩中川

観測点

本線～既存地震観測
施設間距離約１２０ｍ

拡大図

【当初】

【変更】

音威子府バイパス



・当初は、近隣で実施される他事業からの残土を受入れ、ばっ気乾燥し流用する計画
・トンネル掘削工程の遅延等により、残土受入れ工程に変更が生じ、受入れ可能土砂を再調査

した結果、部分的に地質条件が悪いことが判明したことから、改良材の添加による安定処理を
追加

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等
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⑥土工計画の見直し(約９．９億円増）

【当初】 【変更】・ばっ気乾燥 V=80万m3 ・ばっ気乾燥 V=80万m3
・改良材添加処理 V=35万m3

仮置き場に運搬

ばっ気のため敷き均し

ばっ気促進のため攪拌盛土場へ運搬

盛土施工

仮置き場に運搬

ばっ気のため敷き均し

ばっ気促進のため攪拌盛土場へ運搬

盛土施工

改良材添加・混合



２．事業の必要性等
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑦切盛土法面工の見直し(約１８．７億円増）

・当初は、法面の植生を研究林内種子の待受工法で計画
・植生後の生育調査において、部分的に植生が見られず、降雨による法面侵食が確認されたこと
から、植生工を自生種緑化回復工法に変更

■切土法面の侵食状況

植生状況が悪く、
降雨により法面が
侵食

【当初】 【変更】 【切土法面】 自生種緑化回復工法
t=5㎝
Ａ＝61,000m2

【盛土法面】 自生種緑化回復工法
t=3㎝
Ａ＝200,000m2

【切土法面】自生種種子の待ち受け
Ａ＝61,000m2

【盛土法面】自生種の待ち受け
Ａ＝200,000m2



・当初は、表層舗装工として排水性舗装を計画
・平成２９年度の舗装設計基準改訂及び積雪寒冷地における品質確保や耐久性、ライフサイクル

コストの優位性等により、砕石マスチックアスファルト舗装に変更

（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等

⑧舗装工の見直し(約４．６億円増）

26

【当初】 排水性舗装 【変更】 砕石マスチックアスファルト舗装

［上部］
適度な凹凸による機
能を有する

［中～下部］
緻密で安定性が高く、
耐久性に優れる

骨材 アスファルト 空隙 モルタル

Ａ＝２０７，６８５ｍ2 Ａ＝２０７，６８５ｍ2



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）
⑨立入防止柵の見直し(約１２．４億円増）

２．事業の必要性等

27

柵高250cm

・当初は、北大研究林内に生息するエゾシカ侵入による交通事故対策として、立入防止柵を鹿進
入防止兼用として計画

・積雪深を含む現地調査及び関係機関との協議の結果、柵高を嵩上げし、小動物侵入を抑制する
ための進入防止網を追加

2
5
0
cm

嵩上げ
80cm

3
3
0
c
m

【変更】【当初】 立入防止柵 L＝１９．０km

柵高330cm

立入防止柵 L＝１９．０km



（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

２．事業の必要性等
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・当初は、集水区間に排水施設（集水桝、アスカーブ等）を計画
・集水面積が小さい箇所の排水施設（集水桝、アスカーブ等）の設置を見直し

⑩排水工の見直し(約０．２億円減）

【変更】

縦断図

横断図 アスカーブ

アスカーブ

法面桝

縦排水管

（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾊﾟｲﾌﾟ）

縦断図

横断図

アスカーブ

法面桝

縦排水管（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾊﾟｲﾌﾟ）

路肩桝

【当初】 【変更】
アスカーブ Ｌ＝１４，１９０ｍ

集水桝 Ｎ＝３９７箇所

アスカーブ Ｌ＝１０，４６０ｍ

集水桝 Ｎ＝３５４箇所

アスカーブ、排水施
設を不施工



２．事業の必要性等
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（３）事業の投資効果（全体事業費の変更）

⑪無線通信補助設備・拡声放送設備の廃止(約３.４億円減）

・当初は、トンネル部において無線通信補助設備、拡声放送設備を計画
・トンネル非常用施設の設置基準の改定に伴い、無線通信補助設備、拡声放送設備を廃止

拡声放送設備無線通信補助設備



※用地進捗率及び事業進捗率は、平成２９年度
北海道における事業計画（Ｈ２９年４月）ベース

※用地進捗率は面積ベース
（ ）内は用地補償費投入ベース
（平成２９年３月末時点）

※事業進捗率の（ ）内は事業費変更後の進捗率
（平成２９年３月末時点）

・当該事業は、平成５年度に事業化、平成１９年度に工事着手

・用地進捗率１００％ （５９％） 、事業進捗率８８％（６７％）

・引き続き、早期開通に向けて事業を進めます。

３．事業進捗の見込み

30



北海道知事からの意見

現道の交通事故低減及び雪崩による特殊通行規制区間の解消により、道路交通の定時性や安全性の向上等が図られ、道民生活
の向上や経済・社会活動の活性化に寄与することから、当該事業の継続について異議はありません。
なお、事業の実施にあたっては、環境への影響を最小限にとどめ、更なる工夫による一層の徹底したコスト縮減を図るととも

に、これまで以上に効率的・効果的な執行に努め、早期完成を図るようお願いいたします。

４．関係する地方公共団体等の意見

31

期成会等名称 会長等
主な

構成メンバー
要望内容

北海道、北海道市長会、北海
道町村会、北海道高速道路
建設促進期成会、北海道道
路利用者会議、北海道道路
整備促進協会

北海道知事等 北海道等
幹線交通ネットワークの形成「高速自動車国道に並行する一般国
道自動車専用道路の事業区間の早期完成」

北海道上川地方総合開発
期成会

旭川市長

旭川市、美瑛町、上富良野町、士別市、
名寄市、富良野市、当麻町、比布町、東
川町、南富良野町、和寒町、剣淵町、下
川町、鷹栖町、東神楽町、愛別町、上川
町、中富良野町、占冠村、美深町、音威
子府村、中川町、幌加内町の首長およ
び議会議長

地域間の均衡ある経済の発展と生活領域の拡大を図る上で必要
不可欠な社会資本として音威子府バイパスの建設促進を要望

宗谷地域総合開発期成会 稚内市長
猿払村、浜頓別町、中頓別町、枝幸町、
豊富町、礼文町、利尻町、利尻富士町、
幌延町の首長

規格の高い道路として、稚内～名寄間国道４０号の整備促進を要
望

一般国道４０号名寄・稚内間
整備促進期成会

稚内市長
稚内市、名寄市、幌延町、美深町、音威
子府村、中川町、天塩町、豊富町の首
長及び議会議長

国際交流の推進、迅速で安定した輸送体系の整備、高次医療ア
クセスルートの整備、広域観光ルートの形成に寄与するため建設
促進を要望

道北商工会議所連合会
道北商工会議
所連合会 会頭

道北商工会議所連合会

旭川、稚内、滝川、留萌、深川、名寄、
砂川、富良野、士別、芦別、上砂川、歌
志内、赤平の各商工会議所の会頭

地域住民の利便性の向上、地域産業の活性化への大きな効果を
もたらす音威子府バイパスの建設促進を要望

旭川市 旭川市長 旭川市
都市間交通網の形成、物流の効率化、地域間連携による観光振
興、救急搬送時間短縮、自然災害時の緊急避難路確保を図るた
め建設促進を要望

◯北海道からの意見



５．対応方針（案）
・国道40号音威子府バイパスは、現道の交通事故低減及び雪崩による特殊通行規制区間の解消を
図り、道路の安全な通行の確保に寄与する事業

事業の実施により、防災面の効果が見込まれるとともに、地域からも事業効果の早期発現を強
く望まれているため、事業継続とする。

路線名 事業名

事業費
(億円)

維持管理費
(億円)

事業の効果

効果
全体 残事業

全体 残事業 全体 残事業 定量値（億円） 定量値（億円）

一般国道
４０号

音威子府
バイパス

1,362 296 52 52 

①災害時の迂回解消を含む走行時間短縮等 380.4 380.4

・走行時間の短縮 323.5 323.5

・走行経費の減少 45.8 45.8

・交通事故の減少 11.2 11.2

②災害による被害の回避等※１ 510.1 510.1

・救急医療改善効果 223.6 223.6

・余裕時間の短縮による効果 22.3 22.3

・河川氾濫時の人命損失の軽減（走行車両） 91.9 91.9

・河川氾濫時の人命損失の軽減（地域住民） 12.6 12.6

・冬期の視程障害による走行性向上効果 7.6 7.6

・日本海側津波時における代替路としての効果 46.7 46.7

・大規模豪雨時における代替路としての効果 105.4 105.4

③地域住民の不安感の解消（通行止め解消等）※１ 717.3 717.3

・走行時の安心の確保・不安の解消 455.6 455.6

・事業による地域経済の活性化効果 261.7 261.7

④CO2排出削減による効果※１ 4.36 4.36

・CO2便益 4.36 4.36

※１ 試算結果

【定量化の試み】
防災面の効果については、一定の仮定、条件設定の下、算定が可能な一部の効果について試算。
算出方法が確立されていないため、重複を完全に排除することはできないが、概数としては事業費を

上回る便益が見込まれる。

32


